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幕猿新都心より東京湾を望む(美浜区)

山

J

平
成
け
年
第
3
回
定
例
会
が
、

9
月
9
日
か
ら
叩
月
4
日
ま
で
の

会

けい

お
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

+

、U
H

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
、
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
叩
年

一

九
川

度
決
算
な
ど
拘
件
の
市
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
と
お

i

、
N

j
り
可
決

・
同
意

・
認
定
し
ま
し
た
。

一

能

ゆ

、

さ
ら
に
、
議
員
提
出
の
議
案
1
件
と
意
見
書
7
件
、
請
願
5
件
を

t
J
d民

審
議
し
た
ほ
か
、
各
会
派
の
代
表
質
問
が
7
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ

凶
可

れ
ま
し
た
。

• 

吋
吋

な
お
、
平
成
叩
年
度
決
祭
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
で
構
成
す

tF

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。 •.•• • 
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千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

ロ
月
1
日
オ
ー
プ
ン

《
予

算

》

*
一
般
会
計
総
正
予
算

国
の
第
1
次
補
正
予
努
に
伴
う
緊
急
地
域
一辰一
周
対

策
事
業
費
や
少
子
化
対
策
事
業
費
を
計
上
す
る
と
と

も
に
、

回
一
服
術
助
金
の
決
定
に
伴
う
廃
棄
物
処
理
、

公
固
な
ど
の
生
活
関
連
絡
設
霊
備
能
や
、
街
路
、
土

地
区
画
霊
理
事
業
な
ど
の
都
市
塁
悠
塗
術
開
践
を
追
加

す
る
ほ
か
、

2
0
0
2年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ

ー
大
会
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
の
立
候
補
に
当
た
り
、
美

浜
区
ス
ポ
ー
ツ
飽
設
建
設
部
楽
器
同
を
計
上
す
る
な
ど
‘

合
わ
せ
て
四
十
億
四
千
九
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ

の
財
源
と
し
て
は
、
国
産
支
出
金
十
七
億
七
千
三
百

万
円
、

-m債
十
億
一

千
八
百
万
円
、
地
方
交
付
税
五

億
七
千
三
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三
千
四
百
六
十
六

億
三
千
三
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

*
特
別
会
計
補
正
予
鍔

{企
業
会
計
を
倉
む
)

千
葉
市
公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
な
と
6
事

業
会
計
に
、
合
わ
せ
て
十
七
億
四
千
八
百
万
円
を
追

加
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
野
総
額
は
、

一
一千
九
百
十
八
億
六
千↑
百
万
円
に
な
り
ま
す
・

-v
z
t
a
 

，
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一、

《
条

例

》

*
平
一
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
設
置
営
理
条
例
の
制
定

新
た
に
干
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
を
中
央
区
千

葉
寺
町
に
設
鐙
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

《
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
》

*
千
葉
都
市
計
画
南
部
土
地
区
画
髭
理
事
業
(
第
1

工
区
)
の
換
地
処
分
に
伴
い
ブ
中
央
区
今
井
町
、
大

廠
寺
町
お
よ
び
大
森
町
の
各
一

部
の
区
波
に
つ
い
て
、

町
の
区
域
お
よ
び
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

《土
地
の
取
得
》

*
斎
同
期
会
館
の
用
地
と
し
て
、

緑
区
平
山
町
の
土
地

を
三
億
八
平
二
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

*
旧
千
葉
急
行
線

(
現
奈
成
電
鉄
千
原
線
)
鉄
道
用

地
と
し
て
、

中
央
区
長
洲
1
丁
目
他
の
土
地
を
二
十

五
億
二
平
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
。
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調査から委員会審査・

ちぱ市説会だより

-

一常
任
委
員
会

9
月
M
自
に
聞
か
れ
、
古
川
長
提
出
議
案

げ
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
、
輔副回開
5
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

な
お
、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
設

置
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
保
健

下
水
委
員
会
・
総
務
委
員
会
連
会
審
査
会

で
審
蜜
し
ま
し
た
。

全
市
長
提
出
総
菜
を
可
決
し
た
ほ
か
‘
弱

聞
は
‘
不
柄
欄
択
4
件
、
継
続
奮
査
1
伶
と

な
り
ま
し
た
。

ーま
た
、
子
蕊
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
叫耐

震
管
狸
条
例
の

一
部
改
正
の
議
員
鑓
出
議

案
1
件
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

• 
総
務
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
な
ど
議
案
3

件
を
宮
山
蜜
し
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

l
ト
活
用

笛
発
促
進
事
業
に
つ
い
て
‘
市
民
へ
の
貸

出
場
所
の
周
知
方
浴
、
ベ
ビ
l
シ
l
卜
以

外
の
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
1
卜
な
ど
の
貸
し
出
し

霊
式
甫
て
支
械
の
餓
点
か
ら
今
後
検
討
す
る

考
え
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ザ
設
置
管
理
条
例
の
制
定
な
ど
議

案
7
件

(議
員
提
出
議
案
1
件
を
含
む)、

日制
限
2
件
を
寝
室
し
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ

ー
プ
ラ
ザ
級
衛
官
辺
条
例
に
つ
い
て
は
、
迎

合
務
窓
会
の
中
で、

各
施
級
に
お
け
る
管

理
体
制
と
専
門
側
負
の
配
置
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
.

V
銭
病
者

・
隙
寄
蓄
が
安
心
し
て
蓉
ら
せ

る
た
め
の
医
綴

・
得
役
・
割
判官
同
の
充
実
を
求

め
る
翁
側

不
採
択

間
明
間
桝
叩
蛙
股
察
民
会

一
般
会
計
消
正
予
鍔
や
水
送
開
申
薬
会
計

補
正
予
鰐
な
ど
議
案

3
件
を
蜜
査
し
、
同制

肉
陰
口
語
終
処
分
間
塙
霊
備
事
業
に
関
し
、

国

庫
補
助
率
、
事
業
の
進
妙
荻
況
、
局
辺
環

焼
対
策
、
タ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
、
施
設
に

対
す
る
地
餓
住
民
の
不
安
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
質
陣
地が
あ
り
ま

し
た
。

傍健下水聖書白会1iiii風祭

経
済
数
百
踊
官
民
会

一
般
会
計
補
正
予
箆
や
平
案
市
中
央
卸

売
市
協
議
務
規
砲
の

一
部
改
正
な
ど
筏
案
4

件
、
翁
願
1
件
を
審
査
し
、
美
浜
区
ス
ポ
ー

ツ
飽
設
建
設
事
業
践
に
関
し
、
制
帽
毛
海
浜
公

園
球
銭
場
へ
の
ワ
ー
ル
ド
力
ツ
プ
サ
ッ
カ
ー

大
会
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
を
目
指
し
た
予

算
箔
置
に
対
す
る
見
解
と
回
記
事
業
費
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
終
了
後
の
結
設
利
用
の
方
針
な

ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
縫
病
者

・
隙
害
者
が
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
た
め
の
絡
訟
の
充
実
を
求
め
る

続
開

不
採
択

都
市
消
防
受
民
会

都
市
計
箇
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
や
公
営
住
宅
西
下
回
包
地
第

1
練
・
第

2
係
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約

な
と
議
案
5
件
、
諮問刷
2
件
を
審
査
し、

西

下
回
団
地
に
関
し
、
駐
車
場
の
設
鐙
状
況

と
降
宰
白
書
世
傷
、
一面一向
齢
者
世
話
、

一
般
世

穏
向
け
の
各
住
居
別
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
相
違

点
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
硝
岬
病
者

・
陥

m白
書
が
安
心
し
て
百
台
ら
せ
る

た
め
の
パ
ス
交
通
の
充
実
を
求
め
る
お
願

不
採
択

V

『平
案
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
』
の
選
回
値
下

げ
・

施
設
改
笥

・
駅
員
の
旬
開闘
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
請
願

不問
問
択

7
月

5
自
に
聞
か
れ
、
平
成
山
同
年
度
国

哲
郎
予
興
に
関
す
る
妥
史
な
ど
を
協
回
附
し
た

後
、
地
方
分
佐
一
回
出
滋
譲
に
つ
い
て
羽
遣

し
ま
し
た
。

ま
た
、

9
月
7
臼
に
閃
か
れ
、
大
都
市

財
政
の
実
態
に
即
応
す
る
財
源
の
鼠
充
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ
か
、
川

口
円
引
自
に
聞
か
れ
、
平
成
ロ
年
度
包
家
予

終
に
関
す
る
準
点
要
望
に
回
附
し
て
の
党
派
別

鑑
点
要
望
に
つ
い
て
柿
回
読
し
ま
し
た
・

器jf
11 
会妥

8
月
刊
日
に
聞
か
れ
、
本
市
に
お
け
る

少
子
・
高
齢
化
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
ほ
か
、
今
後
の
委
員
会
の
進
め

方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
町
月
引
自
に
悶
か
れ
、
千
葉
市

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど
の
市
内
総
設
の
彼

察
を
行
い
ま
し
た
。

百下回団地~1 殴'~2{車完f1i.予忽関

決
算
誠
査
特
別
表
J
H
会

委

員

長

H
僑

本

震

副

委

員

長

H
内
一
綜
錆
夫

第
一
分
科
会
主
査
H
小
金
沢
常
幸

同
副
主
査
H
三
滋

怒
綬

個別
二
分
科
会
主
資
H
結

減

房

江

同

副

主
査
H
石
井

一m隆

平
成
ゆ
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
決
録
議
案
を
審
還
す
る
た
め
、
9
月
日

日
に、

全
活
員
で
織
成
す
る
決
算
寝
室
特

別
委
只
会

{2
分
科
会
)
を
設
置
し
、
計

8
日
間
に
わ
た
り
宙
遊
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
錨
質
問
が

9
8の
日
制
員
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
.

ゆ
月
1
自
の
決
算
震
査
特
別
委
員
会
で

は
、

2
分
科
会
の
寝
室
慌
妥
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
会
計
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
.

な
お
、
次
の

8
項
目
の
指
摘
要
望
事
項

は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
.か
市
長
に
要

望
し
た
も
の
で
す
.

d 二υ
指

摘

要

望

事

項

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
短
め

て
廠
し
い
財
政
状
況
か
ら
、
徹
底
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
行
政
改

革
を
的
健
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
財

源
の
溺
短
的
な
確
保
、
債
務
銭
高
の
削

減
な
ど
を
図
リ
・

一
億
の
健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
る
こ
と
。

地
峨
防
災
計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
さ
ぎ
の
ト
ル
コ
お
よ
び
台
湾
大
地

伎
を
毅
制
と
し
た
柚
地
震
対
策
を
初
め
.
都

市
防
災
体
制
の
強
化
の
観
点
か
ら
、

偲

水
害
対
祭
お
よ
び
大
続
出
官
事
故
対
策
に

も
十
分
に
対
処
す
る
こ
と
@

在
宅
局
総
書
福
従
事
業
に
つ
い
て
は
、
介

諮
問
問
険
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
一
一
凶
の
瓜
充
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
供
翁
塁
の
健
保
に
溢
漏
起
き
ょ
う
期

す
る
こ
と
。

中
央
卸
売
市
山
崎
に
つ
い
て
は
、
農
水
産

物
生
産
省
と
の
鈎
カ
に
よ
る
安
定
し
た
供

治
体
制
の
mm立
を
図
る
と
と
も
に
、
販

路
の

-mの
鉱
大
に
よ
リ
市
場
事
録
の
活

性
化
に
努
め
る
こ
と
.

総
合
公
園
と
し
て
計
画
一
策
定
さ
れ
た
公
園

の
妥
備
に
当
た
っ
て
は
、

計
画
地
岡
崎
の

特
性
や
地
元
委
望
を
鑓
ま
え
、
一事
業
が

よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ

と
。
ま
た
.
街
区
、
近
隣
な
と
の
身
近

な
公
園
に
つ
い
て
は
、
そ
の
総
持
管
理

や
設
備
の
充
実
に
も
窓
を
用
い
る
こ
と
。

織
り
ょ
う
震
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
災

m岡
崎
の
応
急
紛
送
路
お
よ
び
滋
刻
路
確

保
な
ど
市
民
生
活
の
安
全
を
図
る
た
め
、

早
期
に
必
要
な
箇
所
へ
の
耐
震
対
策
工

顎
を
実
施
す
る
こ
と
。

下
水
道
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
申
ホ
水
洗

化
館
第
の
早
期
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

下
排
水
の
水
質
改
善
に
向
け
た
総
策
の

充
実
を
図
る
こ
と
・

図
白
館
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
斐
望
が

多
い
開
館
時
間
の
延
長
を
狐
充
す
る
な
ど

多
係
な
市
民
二
l
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
纏
供
に
努
め
る
こ
と
.

総

括

質

問

主
怠
質
問
項
目

一
高
度
情
報
通
信
社
会
に
お
け
る
千
葉
市

に
つ
い
て

ma護
学
問
伎
の
卒
業
生
の
市
総
員
採
用
に

つ
い
て

子
湾
て
支
怨
に
つ
い
て

級
品
-
一
層
医
僚
俸
制
に
つ
い
て

一結
後
に
つ
い
て

地
織
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

地
織
康
晴
聞
に
つ
い
て

E
T
菜
市
農
縫
の
発
震
と
、
市
民
へ
の
新

鮮
で
安
全
な
炭
産
物
の
供
給
に
つ
い
て

鴎
盟
国銭
に
つ
い
て

Hi I胞のこ '~ I付

平成lU手第4固定例会は11月2980却にB司会する予定です@

本会援は、 原則として公開していますので、どなたでも傍

聴できます。

傍聴は、本会議の当日、議会保1階で受け付けています。

会館日程は11月25白側に決まる予定です。

取Cうわーナー、aaEV
表
紙
に
渇
裁
し
ま
し
た
写

R
R
E翼
は、

未
来
型
国
際
業
務
都

d
同

d
y
市
を
呂
指
す
議
張
新
都
心
の

』

d

鼠
授
で
す
.

幕
張
新
都
心
は
、
国
際
的
企
業
や
先
嫡
按

術
産
業
な
ど
が
祭
出
制
し
、

3
万
7
千
人
の
方

が
働
い
て
い
ま
す
・
務
張
メ
ツ
セ
や
ブ
口
町

同
時
千
一
誕
ロ
ッ
テ
マ
リ
l
ン
ズ
の
本
隠
地
で
あ

る
千
議
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
、
ホ
テ
ル
協
な

ど
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
.か
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
住
宅
地
区
で
は
認
張
べ
イ
タ
ウ

ン
の
鑓
備
が
進
め
ら
れ
‘

約
9
千
人
の
市
民

が
居
住
し
て
い
ま
す
@

今
年
の
妥
‘
人
気
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
加
万
人
線
問
恨
の
野
外
イ
ベ
ン
ト
が
聞
か

れ
、
明柑
張
新
都
心
の
名
.か
さ
ら
に
広
ま
り
ま

し
た
。

『ち
ぱ
市
初
会
だ
よ
り
」
発
行
察
員
会

問
い
合
せ
先
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事

務
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理

器

合
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